
日光市監査委員告示第３１号 

 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第４項及び第７項の規定に基づき、

定例監査及び財政援助団体等監査を実施したので、同条第９項の規定により、その結果を

次のとおり公表する。 

 

令和４年１０月２０日 

 

 

                                    日光市監査委員   柴 田   明 

 

 

                                    日光市監査委員   佐 藤 裕 子 

 

 

                                    日光市監査委員   川 村 寿 利 

 

 

 

 

１ 監査実施期間  令和４年９月１３日～令和４年９月２７日 

２ 監査の対象  三依保育園、上三依水生植物園（指定管理者） 

３ 監査の結果  別紙のとおり 



 

令和４年度 定 例 監 査 結 果 

 

１ 監査の基準 

  この監査は、日光市監査基準（令和２年日光市監査委員訓令第１号）に準拠して実施した。 

 

２ 監査の種類 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第４項の規定に基づく定例監査 

 

３ 監査の対象 

  三依保育園 

 

４ 監査の期間 

  令和４年９月１３日～令和４年９月２７日 

 

５ 監査の着眼点 

事務の執行及び経営に係る事業の管理が、経済的、効率的かつ効果的に行われているかを主眼

として実施した。 

 

６ 監査の実施内容 

（１）令和４年度事務事業について、令和４年７月末日現在で実施した。 

（２）事前に提出を求めた資料及び関係帳簿を主体として照査し、当日は園長から総括説明を受

けたあと、関係職員を交えて質疑応答及び説明を聴取した。 

 

７ 監査の結果 

 （１）総括 

提出された財務に関する関係帳簿、証拠書類はおおむね良好に記録整備されており、所

管の事務は適正に執行されていると認められた。 

 （２）指摘事項 

    指摘すべき事項はなかった。 

 

８ 意見及び要望 

三依保育園は、複合施設のメリットを活かして三依地区センター、三依公民館及び三依小中

学校の協力により、保育する環境を確保している。引き続き三依地区センター、三依公民館及

び三依小中学校と協力し、施設の有効活用や事故・災害等の危機管理に取り組み、保育環境の

維持向上に努められたい。
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令和４年度 財 政 援 助 団 体 等 監 査 結 果 

 

１ 監査の基準 

  この監査は、日光市監査基準（令和２年日光市監査委員訓令第１号）に準拠して実施した。 

 

２ 監査の種類 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第７項の規定による財政援助団体等（公の

施設の指定管理者）監査 

 

３ 監査の対象  所  管  課  藤原観光課 

         指定管理施設  日光市上三依水生植物園 

         指定管理者  有限会社 山加園 

 

４ 監査の期間  令和４年９月１３日～令和４年９月２７日 

 

５ 監査の着眼点 

指定管理に係る出納その他の事務が、指定管理者制度の目的に沿い適正かつ効率的に行われ

ているかどうかを主眼として実施した。 

 

６ 監査の実施内容 

（１）令和４年度事務事業について、令和４年７月末日現在で実施した。 

（２）あらかじめ提出を求めた監査資料、関係帳票及び証ひょう類等を主体として照査すると

ともに、指定管理者の関係職員及び所管課職員から事務事業の執行について説明を受け、

質疑等を行った。また、現地調査を行った。 

 

７ 監査の結果 

 （１）総括 

当該指定管理者の事業運営については、施設の目的に沿ったものであり、おおむね適正か

つ効率的に執行されていると認められた。 

 （２）指摘事項 

    指摘すべき事項はなかった。 

 

８ 意見及び要望 

今回の監査における意見及び要望は次のとおりである。 

【指定管理者】 
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各植物の開花情報について、多様な方法によりＰＲを展開し、集客を図られたい。また、集

客力のあるヒマラヤの青いケシが、温暖化により育成困難になりつつあるため、取り寄せ及び

育成可能な希少性、話題性のある植物の調査、導入について重点的に取り組まれたい。 

【藤原観光課】 

 施設近辺に河川があり、集中豪雨に伴う河川の氾濫による被害が過去にあったとのことであ

るが、河川管理者である栃木県日光土木事務所と協議し、災害防止に努められたい。 

 

 


